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2009年3月期第2四半期累計期間 決算概観（連結）

09年3月期 第2四半期累計期間連結業績（実績）

【売上】 国内新医薬品等の売上が増加し、売上高は４０３億円 （前年比2.3%増）となりました。
【利益】 売上高が増加したものの、一時金収入の減少、薬価改定の影響により売上原価率が上昇し、売上総利益が約２１億円減少しました。【利益】 売上高が増加したものの、 時金収入の減少、薬価改定の影響により売上原価率が上昇し、売上総利益が約２１億円減少しました。

一方、販売費及び一般管理費は約６億円減少した結果、営業利益は１２億円（前年比55.4%減）となりました。
四半期純利益は、特別損失としてガチフロの自主的な販売中止に伴う損失約２６億円及び投資有価証券評価損約４億円を計上した結果、
▲１６億円となりました｡

09年3月期 通期連結業績（予想）09年3月期 通期連結業績（予想）

【売上】 国内新医薬品においては、販売中止いたしましたガチフロの売上減の影響はあるものの、主要製品の売上拡大及び０８年１０月１日付で
実施した日清キョーリン製薬（株）の吸収合併により、連結売上高は８８６億円（前年比9.3%増)と伸長する見込みです。

【利益】 日清キョーリン製薬（株）との統合が収益に貢献し、営業利益は６７億円（前年比7.2%増）と増益を見込みます。当期純利益は、特別損失
約３４億円を予想することから１６億円（前年比26.9%減）を見込みます。

単位：
（百万円）

07年3月期
第2四半期

08年3月期
第2四半期

09年3月期
第2四半期

前年比
09年3月期

（予想）
前年比

09年3月期
（当初予想）（百万円） 第2四半期 第2四半期 第2四半期 （予想） （当初予想）

売上高 35,093 39,363 40,261 2.3％ 88,600 9.3％ 90,400
営業利益 1,940 2,788 1,243 ▲55.4％ 6,700 7.2％ 8,000
経常利益 2 061 3 118 1 175 ▲62 3％ 7 000 5 4％ 8 400経常利益 2,061 3,118 1,175 ▲62.3％ 7,000 5.4％ 8,400
四半期（当期）

純利益
833 953 ▲1,606 － 1,600 ▲26.9％ 4,900

EPS 11.21円 12.74円 ▲21.48円 － 21.39円 － 65.49円
総資産 117,915 121,776 123,299 1.3％ － － －

純資産 94,993 97,427 94,304 ▲3.2％ － － －
１



損益計算書の概要：連結－①

（単位：百万円）

０８年３月期 ０９年３月期

＜適応範囲及び持分法の適用について＞
連結子会社９社：杏林製薬（株）（株)杏文堂 （株）ビストナー

ビストナー壱号投資事業有限責任組合
Kyorin USA,Inc. Kyorin Europe GmbH
ActivX Biosciences,Inc.
キョ リン リメディオ（株）

第２四半期 第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ３９，３６３ 100.0% ４０，２６１ 100.0% 2.3% ８９７ ＜当期のポイント＞ 対前年

■ 売 上 高 ４０ ２６１百万円 （＋ ８９７百万円）

キョーリン リメディオ（株）
ドクタープログラム（株）

持分法適用会社２社：日清キョーリン製薬（株）
日本理化学薬品（株)

新医薬品 ３２，８０１ 83.3% ３３，０４６ 82.1% 0.7% ２４４

国内 ３０，２８９ 76.9% ３１，２３９ 77.6% 3.1% ９５０

海外 ２，５１２ 6.4% １，８０６ 4.5% ▲28.1% ▲７０５

■ 売 上 高 ４０,２６１百万円 （＋ ８９７百万円）

●国内新医薬品 ３１,２３９百万円 （＋ ９５０百万円）

前期実績 当期実績（億円）

・ムコダイン ９０ → ８７（▲ ３）

キプレス ７９ １０４（＋２５）

後発医薬品 ２，５３９ 6.5% ２，９２９ 7.3% 15.4% ３９０

ヘルスケア ３，５４５ 9.0% ３，６８４ 9.2% 3.9% １３９

その他 ４７７ 1.2% ６００ 1.5% 25.8% １２３

・キプレス ７９ → １０４（＋２５）

・ペンタサ ４４ → ７１（＋２７）

・ウリトス ５ → ６（＋ １）

＊その他（バイナス、ヘスパンダーの自社販売終了）、一時金収入の減少等

＊ガチフロ錠は９月３０日付で自主的に販売中止その他 ガチフロ錠は９月３０日付で自主的に販売中止

●海外新医薬品 １,８０６百万円 （▲ ７０５百万円）

・ガチフロキサシン １６ → １４（▲ ２）

＊一時金収入の減少

●後発医薬品 ２,９２９百万円 （＋ ３９０百万円）●後発医薬品 ２,９２９百万円 （＋ ３９０百万円）

＊重点商品の伸長、追補品・承継品による売上増加

●ヘルスケア ３,６８４百万円 （＋ １３９百万円）

・ミルトン １０ → ９（▲ １）

・ﾄﾞｸﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ社 １６ → １９（＋ ３）

●その他 ６００百万円 （＋ １２３百万円）

２



損益計算書の概要：連結－②
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ３９，３６３ 100.0% ４０，２６１ 100.0% 2.3% ８９７

売上原価 １４，７０１ 37.3% １７，７１８ 44.0% 20.5% ３，０１６

◆原 価 率：前年比 6.7ポイント上昇

(37.3％→44.0％)
＊上昇要因：薬価改定（約4％）の影響、一時金収入の減少、

製品販売構成の変化

売上総利益 ２４，６６１ 62.7% ２２，５４２ 56.0% ▲8.6% ▲２，１１９

販売費及び一般管理費

（うち研究費）
２１，８７３

(５，６７６）

55.6%

14.4%

２１，２９８

(４，９６８）

52.9%

12.3%

▲2.6% 

(▲12.5%)

▲５７５

（▲７０８）

営業利益 ▲55 4% ▲１ ５４４

◆研究開発費率：前年比 2.1ポイント低下
(14.4％→12.3％)

＊57億円→50億円（7億円減少)
減少要因：前期は共同開発の費用の期ずれによる計上
増加要因：導入品フルチフォームの契約一時金を計上

営業利益 ２，７８８ 7.1% １，２４３ 3.1% ▲55.4% ▲１，５４４

営業外収益

営業外費用
５２５

１９５

1.3%

0.5%

４１８

４８６

1.0%

1.2%

▲20.5%

148.4%

▲１０７

２９０

経常利益 ３ １１８ 9% １ １ 2 9% ▲62 3% ▲１ ９４２

増加要因 導入品 ルチ ォ の契約 時金を計

◆販管費率(除R＆D費)：前年比0.5ポイント低下

(41.1％→40.6％)
＊162億円→163億円（1億円増加）

経常利益 ３，１１８ 7.9% １，１７５ 2.9% ▲62.3% ▲１，９４２

特別利益

特別損失
５

４４９

0.0%

1.1%

９２

３，１１６

0.2%

7.7%

1530.4%

593.9%

８７

２，６６６

税金等調整前 ２ ６７５ 6 8% ▲１ ８４７ ▲4 6% ▲４ ５２２

■営業利益 １,２４３百万円
（▲１,５４４百万円）

＊営業利益率は３.１％と４.０ポイント低下

税金等調整前

四半期純利益

２，６７５ 6.8% ▲１，８４７ ▲4.6% － ▲４，５２２

法人税・住民税

及び事業税
８４２ 2.2% １，３５３ 3.4% 60.7% ５１１

■四半期純利益 ▲１,６０６百万円

（▲２,５６０百万円）
＊特別損失：約31億円（ガチフロ約26億円、投資有価

証券評価損約4億円等）

法人税等調整額 ８７８ 2.2% ▲１，５９４ ▲4.0% － ▲２，４７３

四半期純利益 ９５３ 2.4% ▲１，６０６ ▲4.0% － ▲２，５６０
■配当（第２四半期末） ４円００銭

３



貸借対照表の概要：連結

（単位：百万円）

＜当期のポイント＞０８年３月期 ０９年３月期第２四半期累計期間

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減

■流動資産： ３,１５０百万円増
・現金、預金の増加 （２,２８６百万円増）

・受取手形、売掛金の減少 （１,７４０百万円減）

・有価証券の増加 （ ２１５百万円増）

棚卸資産の増加 （ ９２３百万円増）

流動資産 ６６，０１６ 53.9% ６９，１６６ 56.1% ３，１５０

現金および預金
受取手形及び売掛金
有価証券
棚卸資産

１０，６４７
２８，９９５

２，２０９
１９ ７７０

１２，９３３
２７，２５４

２，４２４
２０ ６９３ ・棚卸資産の増加 （ ９２３百万円増）

・その他流動資産の増加 （１,４６８百万円増）

■固定資産： ２,２４９百万円減
・有形固定資産の減少 （ ２２４百万円減）

棚卸資産
その他流動資産

１９，７７０
４，３９２

２０，６９３
５，８６０

固定資産 ５６，３８２ 46.1% ５４，１３２ 43.9% ▲２，２４９

有形固定資産
無形固定資産

１８，２１４
２ ３５６

１７，９８９
１ ５２２ 有形固定資産の減少 （ ２２４百万円減）

・無形固定資産の減少 （ ８３４百万円減）

・投資その他の減少 （１,１９０百万円減）

■ 流動負債： ３,８９２百万円増

無形固定資産
投資その他

２，３５６
３５，８１１

１，５２２
３４，６２０

資産合計 １２２，３９８ 100.0% １２３，２９９ 100.0% ９０１

流動負債 １９ ２０１ 15 7% ２３ ０９４ 18 7% ３ ８９２
・支払手形及び買掛金の減少（ ４１４百万円減）

・その他流動負債の増加 （４,３０７百万円増）

■ 固定負債： １１１百万円減

流動負債 １９，２０１ 15.7% ２３，０９４ 18.7% ３，８９２

支払手形及び買掛金
その他流動負債

１０，７９２
８，４０９

１０，３７７
１２，７１６

固定負債 ６，０１２ 4.9% ５，９０１ 4.8% ▲１１１

負債合計負債合計 ２５，２１４ 20.6% ２８，９９５ 23.5% ３，７８１

株主資本 ９６，４０１ 78.8% ９４，１９２ 76.4% ▲２，２０８

評価・換算差額等 ７８２ 0.6% １１１ 0.1% ▲６７１

純資産合計 ９７，１８４ 79.4% ９４，３０４ 76.5% ▲２，８７９

負債及び純資産合計 １２２，３９８ 100.0% １２３，２９９ 100.0% ９０１

４



研究開発費・設備投資･減価償却費の状況＜連結＞第２四半期

０６年３月期

第２四半期

０７年３月期

第２四半期

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期第２四半期 ０９年３月期

（予想）

０９年３月期

（当初予想）実 績 増減比

（単位：百万円）

研究開発費 ６，００１ ３，９８２ ５，６７６ ４，９６８ ▲１２.５% １１，０００ １２，２００

設備投資（計上ベース） ９８２ １，２２３ １，４５１ １，１１５ ▲２３.２% ２，５００ ２，６００

減価償却費 １ ６６０ ２ ３０４ ２ ２１４ ２ ０２８ ▲８ ４% ３ ８００ ４ ０００減価償却費 １，６６０ ２，３０４ ２，２１４ ２，０２８ ▲８.４% ３，８００ ４，０００

０８年３月期 ０９年３月期

実 績 第 期実績 期計

＜設備投資の状況（実績／計画）＞

実 績 第２四半期実績 通期計画

（実績）

工場設備 １２億円場

管理・販売設備

研究用設備

２億円

５億円

（実績／計画）

工場設備

管理・販売設備

３億円

５億円

１０億円

８億円管理・販売設備

研究用設備

５億円

３億円

８億円

７億円

５



研究開発費・設備投資･減価償却費の状況＜連結＞通期

０４年３月期 ０５年３月期 ０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期

（予想）

０９年３月期

（当初予想）実 績 増減比

（単位：百万円）

研究開発費 ８，２１９ １２，６９８ １０，１０７ ８，６０９ １０，８２６ ＋２５.７% １１，０００ １２，２００

設備投資 ５，６７０ ６，１７２ ４，６０５ ２，９５４ １，９５２ ▲３３.９% ２，５００ ２，６００

減価償却費 ４ ７７４ ３ ８９４ ３ ６４６ ４ ５４４ ４ ５３６ ▲０ ２% ３ ８００ ４ ０００減価償却費 ４，７７４ ３，８９４ ３，６４６ ４，５４４ ４，５３６ ▲０.２% ３，８００ ４，０００

０８年３月期 ０９年３月期

実 績 計

＜設備投資の状況（実績／計画）＞

実 績 計画

（実績）

工場設備 １２億円場

管理・販売設備

研究用設備

２億円

５億円

（計画）

工場設備

管理・販売設備

１０億円

８億円

６

管理・販売設備

研究用設備

８億円

７億円



主要製品売上の状況：第２四半期
０６年３月期

第２四半期

０７年３月期

第２四半期

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期第２四半期 ０９年３月期

（予想）

０９年３月期

（当初予想）実 績 前 同 比

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤）

６１ ６９ ７９ １０４ ３０.８% ２３４ ２１６

（単位：
億円）

ガチフロ（自社販売）
（合成抗菌剤）

１１ １１ １１ ９ ▲１８.７% ６ ２３

ムコダイン
（去痰剤）

８５ ８９ ９０ ８７ ▲３.９% ２０７ ２１６

バクシダ ル ３ ３ ２ ２ ▲１３ ４% ４ ４

国
内バクシダ―ル

（合成抗菌剤）
３ ３ ２ ２ ▲１３.４% ４ ４

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤）

３２ ２９ ２８ ２６ ▲７.２% ５２ ５２

アプレース
（抗潰瘍剤）

１２ １０ ９ ８ ▲１５.９% １５ １６

内
新
医
薬
品

（抗潰瘍剤）

ロカルトロール
（骨粗鬆症治療剤）

１１ １０ ９ ８ ▲１２.２% １６ １６

ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤）

３６ ４０ ４４ ７１ ６２.５% １５５ １５１

ウリトス（自社販売）
（過活動膀胱治療剤）

－ － ５ ６ ２５．９% １９ ２０

海外売上合計 ４２ ２２ ２５ １８ ▲２８.１% ３２ ４０海
外

ガチフロキサシン

（バルク・ロイヤルティ含む）
３５ １８ １６ １４ ▲１２.３% ２６ ２９

ノルフロキサシン

（バルク）
２ ２ １ １ ８６.０% １ ２

外
新
医
薬
品

海外売上比率 １２.６% ６.３% ６.４% ４.５% ― ３.６% ４.４%

ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤）

１１ １０ １０ ９ ▲２.５% ２０ ２１
ヘ
ル
ス
ケ
ア ７



主要製品売上の状況：通期

０５年３月期 ０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期

（予想）

０９年３月期

（当初予想）実 績 前 同 比

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤）

１１８ １３４ １５０ １９１ ２６.９% ２３４ ２１６

ガ 自社 売

国
内
新

（単位：
億円）

ガチフロ（自社販売）
（合成抗菌剤）

２３ ２５ ２５ ２３ ▲５.９% ６ ２３

ムコダイン
（去痰剤）

１９０ １９９ ２０４ ２１２ ３.６% ２０７ ２１６

バクシダ―ル ７ ６ ６ ５ ▲１２ ２% ４ ４

新
医
薬
品

バクシダ ル
（合成抗菌剤）

７ ６ ６ ５ ▲１２.２% ４ ４

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤）

６６ ６３ ５８ ５４ ▲６.２% ５２ ５２

アプレース
（抗潰瘍剤）

２６ ２４ ２０ １８ ▲１３.０% １５ １６
（抗潰瘍剤）

ロカルトロール
（骨粗鬆症治療剤）

２４ ２２ １９ １８ ▲７.９% １６ １６

ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤）

６４ ７３ ８０ ８８ ９.３% １５５ １５１

ウリトス（自社販売）
（過活動膀胱治療剤）

ー ー ー ７ － １９ ２０

＊

海外売上合計 ８８ ８６ ５８ ４３ ▲２４.８％ ３２ ４０海
外

ガチフロキサシン

（バルク・ロイヤルティ含む）
８０ ６７ ３２ ３０ ▲７.２% ２６ ２９

ノルフロキサシン

（バルク）
４ ３ ４ ３ ▲２４.８% １ ２

外
新
医
薬
品

海外売上比率 13.3% 11.6% 7.5% 5.3% ― 3.6% 4.4%

ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤）

２３ ２１ ２１ １９ ▲５.８% ２０ ２１
ヘ
ル
ス
ケ
ア

８



開発品一覧①（０８年１１月１１日現在）
ＰｈⅡ～申請中

開発段階 製品名・
開発コード

薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

※：前回（０９年３月期第１四半期）からの変更点を示す

※申請

（07年12月）

ペンタサ 潰瘍性大腸炎・
クローン病
治療剤

フェリング
社

潰瘍性大腸炎の用法・用量変更
（高用量の追加）

ｶﾞﾙﾃﾞﾙﾏ社
発売中

塩酸アモロルフィン
ネイルラッカー

爪白癬治療剤 自社 日本初のネイルラッカー製剤（ ）発売中 ネイルラッカ

ＰｈⅡ
(04年10月)

ＫＲＰ－２０４
（錠）

抗肥満剤 日清製粉 選択性の高いβ３受容体作動薬
従来のβ3作動薬に比べて心への影響が少なく、
肥満を改善することが期待される

日清製粉グループ本社
日清ファルマと共同開発
ＰｈⅡａ終了

ＰｈⅡ ＫＲＰ－２０４ 過活動膀胱 日清製粉 β３受容体作動薬 日清製粉グループ本社
（07年3月) （錠） 治療剤 膀胱におけるβ３受容体の活性化により膀胱を弛緩

させ蓄尿機能を高めることが期待される
日清ファルマと共同開発
・ＰｈⅡａ終了

ＰｈⅡ
(05年3月)

エーザイ
ＰｈⅢ

ＡＳ－３２０１
（錠）

糖尿病合併症
治療剤

大日本
住友製薬

アルドース還元酵素を強力に阻害することにより細胞
内のソルビトール蓄積を抑制し、糖尿病性神経障害を
改善する

・大日本住友製薬と
共同開発（国内のみ）
・ＰｈⅡb（07年9月）開始

（ ）

ＰｈⅡ
(04年6月)

ＫＲＰ－１０１
（錠）

脂質代謝改善/
糖尿病治療剤

自社 ＰＰＡＲαアゴニスト。中性脂肪等脂質代謝改善作用に
加えて、糖尿病に対する有効性が期待される

ＰｈⅡａ終了

ＰｈⅡ
(08年２月)

ＰｈⅡ
(07年9月) 

ＫＲＰ－１０４ 糖尿病治療剤 自社 ＤＰＰⅣ阻害剤。インスリン分泌ホルモンの分解を抑え
ることにより血糖低下作用を示す。副作用の発現が
少ない糖尿病治療が期待される

※海外ＰｈⅡａ終了

（08年8月）
少ない糖尿病治療が期待される

※ＰｈⅡ

(08年8月) 

ＫＲＰ－１０８ 気管支喘息治
療剤

スカイ
ファーマ社

ステロイド及び長時間作動型β作動薬の配合剤で利便
性やコンプライアンスに優れる

スカイファーマ社と
ライセンス契約(08年4月)（ ）

米国：アボット
欧州他：
ムンディファーマ

ⅢＰｈⅢ

９



開発品一覧②（０８年１１月１１日現在）
ＰＯＣプロジェクト（前臨床～ＰｈⅠ）

開発段階 製品名・
開発コード

薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

※：前回（０９年３月期第１四半期）からの変更点を示す

ＰｈⅠ

(07年7月) 
ＫＲＰ－２０３ 自己免疫疾患、

臓器移植
自社 Ｓ１Ｐ受容体アゴニスト。新規メカニズムを有する免疫

調整剤。既存の免疫抑制剤に比べて安全性が高く、
かつ優れた併用効果が期待される

ノバルティス社と
ライセンス契約(06年2月)

ＰｈⅠ

(07年10月)
ＫＲＰ－１０５ 脂質代謝改善 自社 選択性の高いＰＰＡＲαアゴニスト。ＫＲＰ－１０１よりも

さらにＰＰＡＲα受容体に対して選択性が高い。脂質(07年10月) さらにＰＰＡＲα受容体に対して選択性が高い。脂質
改善作用に加え、アディポネクチンの増加、レプチンの
減少、体重増加抑制作用などが動物実験で確認されて
おり、新たな脂質改善剤として期待される

前臨床 ※ＫＲＰ－１０７ 自己免疫疾患、
臓器移植

自社 Ｓ１Ｐ１受容体選択的アゴニスト。
臓器移植

１０



開発品一覧③（０８年１１月１１日現在）
導出品の状況

製品名・
開発コード

導出先・

共同研究先
開発段階 薬 効 起 源 備 考

※：前回（０９年３月期第１四半期）からの変更点を示す

開発コ ド 共同研究先

アルファガン/

アルファガンＰ

千寿製薬 国内ＰｈⅢ

（07年7月）

緑内障治療薬 米国

アラガン社

・アラガン社より導入

（ガチフロキサシン点眼液のクロスライセンス）

・千寿製薬に導出（０４年５月）

ケタス 米国

メディシノバ社

海外ＰｈⅡ

（05年8月）

脳血管障害治療薬 自社 ・多発性硬化症の適応での日本、中国、

韓国、台湾を除く全世界における独占的

な開発、製造販売権を供与（０４年１０月）

０８年４月 ＰｈⅡの結果を公表

ＫＣＡー７５７ 米国

メディシノバ社

海外ＰｈⅢ

（気管支喘息：
06年11月）

海外ＰｈⅡ/Ⅲ

（間質性膀胱炎

気管支喘息治療薬

間質性膀胱炎治療薬

自社 ・日本、中国、韓国、台湾を除く全世界に

おける独占的な開発、販売権を供与

・間質性膀胱炎：０７年１月に結果を公表、
開発を中断

気管支喘息 海外ＰｈⅢ 旦停止（間質性膀胱炎：
05年5月）

・気管支喘息：海外ＰｈⅢ一旦停止

ＫＲＰー２０３ スイス
ノバルティス社

海外ＰｈⅠ
（07年7月）

自己免疫疾患、
臓器移植

自社 ・移植用の免疫調整剤として、全世界の開発及び
販売権、自己免疫疾患及びその他の疾患用剤と
して、日本、中国、 韓国、台湾を除く全世界の
開発及び販売権（なお、炎症性腸疾患用剤と
しては、全世界の権利を留保している）を供与
（０６年２月）
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主な業績項目の推移：連結
（単位：百万円）

０７年３月期

第２四半期

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期

０８年３月期 ０９年３月期

（予想）

０９年３月期

（当初予想）

売上高

（海外売上高）

３５，０９３

（２ ２４６）

３９，３６３

（２ ５１８）

４０，２６１

（１ ８３５）

８１，０７０

（４ ３６７）

８８，６００

（３ ２００）

９０，４００

（４ ０００）（海外売上高） （２，２４６） （２，５１８） （１，８３５） （４,３６７） （３,２００） （４,０００）

売上原価

（売上原価率）％

１４，５１３

（41.4%)

１４，７０１

（37.3%)

１７，７１８

（44.0%)

３１，７５７

(39.2%) ― ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

１８，６３９

(53.1%)

２１，８７３

(55.6%)

２１，２９８

(52.9%)

４３，０６１

(53.1%) ― ―
うち研究開発費

（研究開発費率）％

３，９８２

(11.3%)

５，６７６

(14.4%)

４，９６８

(12.3%)

１０，８２６

(13.4%)

１１，０００

(12.4%)

１２，２００

(13.5%)

営業利益

（営業利益率）％

１，９４０

(5.5%)

２，７８８

(7.1%)

１，２４３

(3.1%)

６，２５１

(7.7%)

６，７００

(7.6%)

８，０００

(8.8%)

経常利益

（経常利益率）％

２，０６１

(5.9%)

３，１１８

(7.9%)

１，１７５

(2.9%)

６，６４３

（8.2%)

７，０００

(7.9%)

８，４００

(9.3%)

四半期（当期）純利益
（四半期（当期）純利益率）％

８３３

(2.4%)

９５３

(2.4%)

▲１，６０６

(▲4.0%)

２，１８９

（2.7%)

１，６００

(1.8%)

４，９００

(5.4%)

株当たり当期利益（円） １１ ２１円 １２ ７４円 ▲２１ ４８円 ２９ ２６円 ２１ ３９円 ６５ ４９円一株当たり当期利益（円） １１．２１円 １２．７４円 ▲２１．４８円 ２９．２６円 ２１．３９円 ６５．４９円

資本金 ７００ ７００ ７００ ７００

総資産 １１７，９１５ １２１，７７６ １２３，２９９ １２２,３９８

純資産 ９４,９９３ ９７,４２７ ９４,３０４ ９７,１８４

一株当たり純資産（円） １,２６８.９１円 １,３０１.８２円 １,２６０.９３円 １，２９８．８９円

自己資本利益率 ％ ０．９％ １．０％ ▲１．７％ ２．２％

自己資本比率 ％ ８０．０％ ８０．０％ ７６．５％ ７９．４％

人員（人） １，９２７人 ２，００３人 ２，０５９人 ２,００３人

設備投資 １，２２３ １，４５１ １，１１５ １，９５２ ２,５００ ２,６００

減価償却費 ２，３０４ ２，２１４ ２，０２８ ４，５３６ ３,８００ ４,０００
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損益計算書の概要：キョーリン製薬単体－①

（単位：百万円）

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期累計期間
＜当期のポイント＞ 対前年

第２四半期 第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ３４，１７１ 100.0% ３４，４２５ 100.0% 0.7% ２５４

新医薬品 ３２ ６８９ 9 % ３２ ９９８ 9 9% 0 9% ３０８

＜当期 ポイン ＞ 対前年

■ 売 上 高 ３４,４２５百万円 （＋ ２５４百万円）

●国内新医薬品 ３１,２３９百万円 （＋ ９５０百万円）

前期実績 当期実績（億円）

・ムコダイン ９０ → ８７（▲ ３）
新医薬品 ３２，６８９ 95.7% ３２，９９８ 95.9% 0.9% ３０８

国内 ３０，２８９ 88.7% ３１，２３９ 90.8% 3.1% ９５０

海外 ２，３９９ 7.0% １，７５８ 5.1% ▲26.7% ▲６４１

ムコダイン ９０ ８７（▲ ３）

・キプレス ７９ → １０４（＋２５）

・ペンタサ ４４ → ７１（＋２７）

・ウリトス ５ → ６（＋ １）

＊その他（バイナス、ヘスパンダーの自社販売終了）、一時金収入の減少等

後発医薬品 １７８ 0.5% １４６ 0.4% ▲18.2% ▲３２

ヘルスケア １，３０３ 3.8% １，２８１ 3.7% ▲1.7% ▲２２

＊ガチフロ錠は９月３０日付で自主的に販売中止

●海外新医薬品 １,７５８百万円 （▲ ６４１百万円）

・ガチフロキサシン １６ → １４（▲ ２）

＊一時金収入の減少

●後発医薬品 １４６百万円 （▲ ３２百万円）

●ヘルスケア １,２８１百万円 （▲ ２２百万円）

・ミルトン １０ → ９（▲ １）

１３



損益計算書の概要：キョーリン製薬単体－②

（単位：百万円）
＜当期のポイント＞

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期累計期間 ◆原 価 率：前年比 7.2ポイント上昇第２四半期 第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ３４，１７１ 100.0% ３４，４２５ 100.0% 0.7% ２５４

売上原価 １１ ５２２ 33 7% １４ ０９６ 40 9% 22 3% ２ ５７３

◆原 価 率：前年比 7.2ポイント上昇
(33.7％→40.9％)

＊上昇要因：薬価改定（約4％）の影響、一時金収入の減少、
製品販売構成の変化

売上原価 １１，５２２ 33.7% １４，０９６ 40.9% 22.3% ２，５７３

売上総利益 ２２，６４８ 66.3% ２０，３２８ 59.1% ▲10.2% ▲２，３１９

販売費及び一般管理費

（うち研究費）
１９，５７１

(５ １５５)

57.3%

15 1%

１８，６４２

(４ ５０８)

54.2%

13 1%

▲4.8%
(▲12.6%)

▲９２８

（▲６４７）

◆研究開発費率：前年比 2.0ポイント低下
(15.1％→13.1％)

＊52億円→45億円（7億円減少)
減少要因：前期は共同開発の費用の期ずれによる計上
増加要因：導入品フルチフォームの契約一時金を計上

(５，１５５) 15.1% (４，５０８) 13.1% ( ) （▲６４７）

営業利益 ３，０７６ 9.0% １，６８５ 4.9% ▲45.2% ▲１，３９０

営業外収益

営業外費用
３４７

１００

1.0%

0.3%

４５６

１６

1.3%

0.0%

31.4%

▲83.5%

１０９

▲８４

◆販管費率(除R＆D費)：前年比1.1ポイント減少

(42.2％→41.1％)

＊144億円→141億円（3億円減少)

経常利益 ３，３２３ 9.7% ２，１２５ 6.2% ▲36.0% ▲１，１９７

特別利益

特別損失
９

８３

0.0%

0.2%

７６

２，６４６

0.2%

7.7%

723.9%

3070.9%

６６

２，５６２

■ 営業利益 １,６８５百万円
（▲１，３９０百万円）

＊営業利益率は４.９％と４.１ポイント低下

■ 四半期純利益 ▲２８０百万円

（▲２ ０１３百万円）
税引前

四半期純利益

３，２４９ 9.5% ▲４４３ ▲1.3% ▲113.7% ▲３，６９２

法人税・住民税

及び事業税
６４７ 1.9% １，２５７ 3.7% 94.3% ６１０

（▲２，０１３百万円）

特別損失：約２６億円

法人税等調整額 ８６８ 2.5% ▲１，４２１ ▲4.1% ▲263.6% ▲２，２８９

四半期純利益 １，７３３ 5.1% ▲２８０ ▲0.8% ▲116.2% ▲２，０１３
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貸借対照表の概要：キョーリン製薬単体

＜当期のポイント＞

（単位：百万円）

０８年３月期 ０９年３月期第２四半期累計期間

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減
■流動資産： ３ １１２百万円増

流動資産 ５７，０４４ 54.4% ６０，１５６ 56.5% ３，１１２

現金および預金
売掛金
有価証券
棚卸資産

７，７５５
２５，８９５

２，００７
１７ １５６

１０，２１０
２３，８８４

２，２７２
１７ ９１３

■流動資産： ３，１１２百万円増

・現金及び預金の増加 （２,４５４百万円増）

・売掛金の減少 （２,０１０百万円減）

・有価証券の増加 （２６５百万円増）

・棚卸資産の増加 （７５６百万円増）
棚卸資産
その他流動資産

１７，１５６
４，２２９

１７，９１３
５，８７５

固定資産 ４７，８６６ 45.6% ４６，３２１ 43.5% ▲１，５４４

有形固定資産
無形固定資産

１４，７７１
１ ４５０

１４，３７３
７７８

・その他流動資産の増加 （１,６４５百万円増）

■固定資産： １，５４４百万円減

・有形固定資産の減少 （３９７百万円減）無形固定資産
投資その他

１，４５０
３１，６４４

７７８
３１，１６９

資産合計 １０４，９１０ 100.0% １０６，４７８ 100.0% １，５６８

流動負債 １３ ８２４ 13 2% １６ ７８４ 15 8% ２ ９６０

・無形固定資産の減少 （６７２百万円減）

・投資その他の減少 （４７４百万円減）

■ 流動負債： ２，９６０百万円増

流動負債 １３，８２４ 13.2% １６，７８４ 15.8% ２，９６０

支払手形
買掛金
その他流動負債

１，５６０
６，４０７
５，８５５

２，６７８
４，９１３
９，１９２

固定負債 ４ ２９３ 4 1% ４ ３３６ 4 1% ４２

・支払手形の増加 （１,１１７百万円増）

・買掛金の減少 （１,４９３百万円減）

・その他流動負債の増加 （３,３３６百万円増）

固定負債 増
固定負債 ４，２９３ 4.1% ４，３３６ 4.1% ４２

負債合計 １８，１１８ 17.3% ２１，１２１ 19.8% ３，００３

株主資本 ８６，１４０ 82.1% ８５，３０３ 80.1% ▲８３７

評価・換算差額等 ６５１ 0.6% ５３ 0.1% ▲５９７

■ 固定負債： ４２百万円増

純資産合計 ８６，７９２ 82.7% ８５，３５６ 80.2% ▲１，４３５

負債及び純資産合計 １０４，９１０ 100.0% １０６，４７８ 100.0% １，５６８
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主な業績項目の推移：キョーリン製薬単体
（単位：

百万円）０７年３月期

第２四半期

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期

０８年３月期 ０９年３月期

（予想）

０９年３月期

（当初予想）

売上高

（輸出高）

３０，２６８

（ ）

３４，１７１

（ ）

３４，４２５

（ ）

７０，４８０

（ ）

７５，９００

( ）

７７，８００

( ）（輸出高） （２，２２３） （２，３９９） （１，７５８） （４,１５５） (３,２００） (３,９００）

売上原価

（売上原価率）％

１１，３８５

(37.6%)

１１，５２２

(33.7%)

１４，０９６

(40.9%)

２５，２１７

(35.8%) ― ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

１７，１１０

(56 5%)

１９，５７１

(57 3%)

１８，６４２

(54 2%)

３８，３１９

(54 4%) ― ―（販管費率）％ (56.5%) (57.3%) (54.2%) (54.4%)

うち研究開発費

（研究開発費率）％

３，８０８

(12.6%)

５，１５５

(15.1%)

４，５０８

(13.1%)

９，９５９

(14.1%)

１０，５００

(13.8%)

１１，５００

(14.8%)

営業利益

（営業利益率）％

１，７７２

(5.9%)

３，０７６

(9.0%)

１，６８５

(4.9%)

６，９４２

(9.8%)

６，４００

(8.4%)

７，６００

(9.8%)

経常利益

（経常利益率）％

１，６６６

(5.5%)

３，３２３

(9.7%)

２，１２５

(6.2%)

７，３２８

（10.4%)

７，４００

(9.7%)

８，４００

(10.8%)

四半期（当期）純利益
（四半期（当期）純利益率）％

９５３

(3.2%)

１，７３３

(5.1%)

▲２８０

(▲0.8%)

３，７７６

（5.4%)

２，７００

(3.6%)

５，１００

(6.6%)

一株当たり当期利益(円) １２．８４円 ２３．３４円 ▲３．７８円 ５０．８５円

資本金 ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７

総資産 １０８，２５２ １０４，４５４ １０６，４７８ １０４,９１０

純資産 ９１，４７６ ８６，１４１ ８５，３５６ ８６,７９２

一株当たり純資産（円） １,２３１.７１円 １,１５９.８７円 １,１４９.３１円 １，１６８．６３円

自己資本利益率 ％ １．０％ ２．０％ ▲０．３％ ４．４％

自己資本比率 ％ ８４．５％ ８２．５％ ８０．２％ ８２．７％

人員（人） １ ５２４人 １ ５３２人 １ ５６７人 １ ５１７人人員（人） １，５２４人 １，５３２人 １，５６７人 １,５１７人

設備投資 ９６７ ７２９ ５７７ １，３５０ １,７００ １,８００

減価償却費 ２，０７４ １，８８０ １，６５６ ３，８４４ ３,１００ ３,２００
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参考資料：主な子会社の業績と予想

キョーリン製薬
08年3月期
第2四半期

09年3月期
第2四半期

08年3月期
09年3月期

（予想）
09年3月期
（当初予想）

（単位：億円）

売上高 342 344

営業利益 31 17

705 759

69 64

778

76

四半期（当期）純利益 17 ▲3

キョーリン リメディオ
08年1月期
第2四半期

09年1月期
第2四半期

38 27

08年1月期
09年1月期

（予想）

51

09年1月期
（当初予想）第2四半期 第2四半期

売上高 30 34

営業利益 ▲4 ▲4

（予想）

60 77

▲7 ▲3

（当初予想）

77

1

四半期（当期）純利益 ▲9 ▲5

ドクタープログラム
08年1月期
第2四半期

09年1月期
第2四半期

▲14 ▲5

08年1月期
09年1月期

（予想）

▲0

09年1月期
（当初予想）第2四半期 第2四半期

売上高 16 19

営業利益 ▲2 ▲1

（予想）

34 40

▲3 1

（当初予想）

40

1

四半期（当期）純利益 ▲1 ▲1 ▲4 0 0
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